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21世紀の戦略の海、インド洋に関わる国ゆえ、イエメンは無視できない。
さりとてイラク、アフガンに次ぐ「第3の戦争」をする余裕もない。中国
やインドが蠢くインド洋での影響力確保が新たな課題となった。（６頁）

巨額のリニア建設費を自己負担するというが、常識で考えても背
伸びし過ぎではないか。ワンマン経営者の功名心に駆られた鉄
道経営が失敗すれば、税金投入で尻をぬぐうしかない。国鉄時
代の悪夢再来である。（78頁）

運転免許の更新業務を独占し、手数料の名目で濡れ手
に粟のぼろ儲け。集めたカネは天下りの警察OBらで好き
放題に私し、横領・着服も後を絶たない。交通安全の美
名の下で、警察組織が編み出した黒い錬金術。（110頁）

角栄しかり、金丸しかり、「闇将軍」として権勢を誇
った期間は意外に短い。二人を師とする小沢も、
2007年の参院選大勝から3年で大きな深手を負った。
政治生命を賭けた「最終決戦」で、小沢は生き残
れるか。（48頁）
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